
 

 

２０２６年６月２４日 

 

 

 

 

 

 

株式会社フジ（本社：広島県広島市 ／ 代表取締役社長：山口
やまぐち

 普
ひろし

）は、中東情勢

に起因した原油由来原料を取り巻く環境変化や各種資材価格の上昇を受け、２０２６

年６月２６日（金）から食品容器の仕様見直しを順次実施いたしますので、ご案内申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラスチックや塗料は、原油由来のナフサから精製される石油化学製品を主な原料

としており、資材価格や製造コストの上昇を背景に価格改定の動きがみられていま

す。このような環境のなか、当社では容器仕様の見直しによるコストの削減に努め、

お客さまへの販売価格を可能な限り据え置きます。 

畜産や水産・デリカ売場において、従来の色付きトレーの一部を白地や黒地トレー

へ変更するほか、蓋付きトレーの一部をラップ包装へ切り替えます。これにより資材

コストを抑え、プラスチック使用量の削減にもつなげてまいります。  

あわせて、使用済み食品トレーについては、店頭に設置している回収ボックスを通

じて回収し、新たなトレーへ再生する水平リサイクルを推進しています。限りある資

源を有効活用する循環型社会の実現に向け、お客さまとともに取り組んでまいります。  

 

当社は、地域に根ざす小売業として地域のくらしに寄り添いながら、お客さまのく

らしを支える商品・サービスの提供に努めています。 

 

 

「いつもの価格」を守るため！ 

食品容器を見直します 

― 「より良いものをより安く」の実現  ― 

 

 



【食品容器変更の一例】 

■色付き・柄付きトレーから白地・黒地トレーへの変更 

従来の容器 変更後の容器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■蓋付きトレーからラップ包装への変更 

従来の容器 変更後の容器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資源回収リサイクルについて】  

  全店の店頭にリサイクルＢＯＸを設置し、食品トレー 

やペットボトルなどを回収しています。２０２５年度 

の食品トレーの回収は、９８４ｔとなりました。 

店頭での回収を通して、地域の皆さまとともに循環型 

社会の構築に取り組んでいます。  


